自閉症者の図書館就労に向けた移行支援に関する研究 by 清水 浩
自閉症者の図書館就労に向けた移行支援に関する研究
Study on Migration Support for Autistic Persons Working in the Library
 
清　水　　　浩
SHIMIZU  Hiroshi   
要旨
　「障害者児施設のサービス共通評価基準」（厚生労働省大臣官房障害保健福祉部、2000）によると、「生
活の質（Quality of Life）の保障及び向上」が取り上げられ、障害児者が自分自身の生きがいをみつけ、働
きながら生活を楽しむことができることを目指したスキル学習やサポート内容の充実等が求められてい
る。特別支援学校高等部ASD生徒の進路調査をみると、青年期に達したASD者の５人に１人は職業的自立
を果たしていることになるが、職場定着等における課題も多くみられ、その理由として、ASD者の特性理
解や就労先への移行支援等の困難さが挙げられる。
　ノースカロライナ州にあるTEACCHセンターにおいて作成されたTTAPは、ASD生徒が学校を卒業後、
社会に参加する上で必要な教育サービスを提供するためのITPを策定するために使われるアセスメント
である。また、TTAPインフォーマルアセスメントの一つである地域でのチェックリスト（「CSC」）は、
ASD者を生産的な雇用に導く５つの主要な職業領域（事務、家事、倉庫／在庫管理、図書、造園／園芸）
において獲得しているスキルを把握することが可能であり、生徒の持つスキルと各職業領域で求められる
スキルとの整合性を図ることができる。
　今回の研究では、ASDの特性や長所を取り入れた検査であるTTAPを活用することにより、ASD者の図
書館就労に向けた移行支援についてソフトスキルを中心とした課題の分析と、適切な支援方法を明らかに
した。
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Ⅰ　問題の所在と目的
厚生労働省大臣官房障害保健福祉部が2000年に公表した「障害者児施設のサービス共通評価基準」によ
ると、評価基準作成に当たって人権の尊重が重視され、そこに挙げられた５点の基本的方針の最後に、「生
活の質（Quality of Life）の保障及び向上」が取り上げられている。この中では、障害児者一人一人が自分
自身の生きがいをみつけ、働きながら生活を楽しむことができることを目指したスキル学習やサポート内
容の充実等が求められている。
特別支援学校高等部自閉スペクトラム症（Autism Spectrum Disorder：以下、「ASD」）生徒の進路調査
をみると、1989年度から1994年度までの平均就職率は21.5％となっている（中根、2005）。この調査から、
青年期に達したASD者の５人に１人は職業的自立を果たしていることになるが、ジョブマッチングや定着
支援等で課題がみられ、残念ながら離職してしまうケースも少なくない。具体的には、対人関係の問題や
仕事上のミス、上司や同僚の発達障害に関する理解不足等が離職の原因として挙げられている。このよう
に、職業生活を続ける中で職場定着等における課題も多くみられ、その理由として、ASD者の特性理解や
就労先への移行支援等の困難さが挙げられる。
一方、2005年に施行された発達障害者支援法においては、発達障害のある人々に対する自立及び社会参
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加に資するようその生活全般にわたる一貫した支援について定められており、その取り組みの一つとして、
全国に発達障害者支援センターが89 ヶ所設置された。
このような中、近藤（2009）は、全国６ヶ所の発達障害者支援センターを対象に実態サンプル調査を実
施し、相談者の求める支援内容等の現状についてまとめている。具体的な調査結果では、来所者の９割近
くが20代、30代であることや、大学、大学院、短大、専門学校といった高等教育を卒業した人が全体の55
％に達していること、また、障害の種類はAS（Asperger Syndrome、以下「AS」）等のASD者が66％、AS
が含まれているかもしれない未診断者を含めると88％となっていることなど、高学歴のASD者が圧倒的に
多いことや、相談者の約半数が就労に関する支援を求めていることなどが報告されている。
小川（2012）は、発達障害者支援センターでの就労相談の内容を分析し、「就労を主訴としながらも、診 
断、障害理解、手帳取得、生活リズムの改善、経済的問題などがみられる。」と述べるなど、本格的な就
労支援に入る以前の生活や生き方に関わる多様な相談の内容が含まれているとしている。
以上のような、ASD生徒の成人期への移行に向け就労や生活等における課題を解決するためには、主要
な移行支援の目標を見出し、本人の興味と強みを明確にし、家族と学校関係者間の連携を促すための包括
的なスクリーニングの役割を果たすアセスメントが必要となる。
ノースカロライナ州にあるTEACCHセンターにおいて学校在学中のASD生徒の成人生活移行のための
アセスメントとしてTTAP（TEACCH Transition Assessment Proﬁle：以下、「TTAP」）が作られた。TTAPは、
環境とASD者の双方を視野に入れたアセスメントになっており、ASD生徒が学校を卒業後、社会に参加す
る上で必要な教育サービスを提供するためのITP（Individualized Transition Plan ：個別移行計画）を策定す
るために使われるアセスメントである。
特に、インフォーマルアセスメントの一つである地域でのチェックリスト（Community Skills Checklist、
以下「CSC」）は、ASD者を生産的な雇用に導く５つの主要な職業領域（事務、家事、倉庫／在庫管理、図書、
造園／園芸）において獲得しているスキルを把握することが可能であり、生徒の持つスキルと各職業領域
で求められるスキルとの整合性を図ることができることから、産業現場等における実習（以下、「現場実
習」）先の検討への活用等が考えられる。この中に図書の職業領域が位置付けられているが、本やCDの配
架及び修繕、返却された本のカード差し替え、参考文献の検索と使用などASD者の強みを活かして取り組
める内容が多く、また、求められる対人スキルも比較的少ない職場環境であるため、図書館に就労し自分
の特性を活かして、安定した職業生活を送るASD者が増加している。さらに最近の傾向として、地域の図
書館において業務受託サービス事業（障害者雇用）を担当し、障害者雇用を積極的に進めるなど障害者雇
用の実績を挙げているA企業の例もみられる。このようなことから、ASD者を含む障害者の特性を理解し、
強みを生かせる作業内容の検討などを行いながら、障害者雇用を積極的に推進していく姿勢が現在の図書
館運営に求められると考える。
今回の研究では、知的障害特別支援学校高等部ASD生徒を対象として、学校から図書館就労へのスムー
ズな移行支援を図るために、現場実習の際に、ASD者の特性や長所を取り入れた検査であるTTAPを活用
することにより、ASD者の図書館就労に向けた移行支援について検討することを目的とする。
Ⅱ　方法
１　対象者の特性
知的障害特別支援学校高等部３年生マミ（仮名）、女子、2X歳、ASD、療育手帳B2。
小学校では特別支援学級に在籍し、国語や算数を学習した。特別支援学校中学部入学後は、言葉による
指示理解が困難で、特定の友達に対して高圧的な言動を取るなど対人関係面での課題が多くみられ、状況
の理解や感情表現等のスキル習得が求められた。一方、手指の巧緻性や集中力があり、高い作業能力を示
した。
進路に関しては、本を扱う仕事を希望し、現場実習を重ねながら図書館就労を目指した。卒業時に、障
山形県立米沢女子短期大学紀要　第55号
－ 48 －
害者職業センターにて重度知的障害者との判定を受け、ジョブコーチの支援を活用した。
２　進路指導の方向性
進路指導において、主要な移行支援の目標を見出し、本人の興味と強みを明確にし、家族と学校関係者
間の連携を促すための包括的なスクリーニングの役割を果たすことができるTTAPの活用は有効である。
特に、地域でのチェックリストは、生徒のもつスキルと各職業領域で必要とされるスキルとの整合性を
図ることができることから、現場実習先の検討への活用等が考えられる。この中に図書の職業領域が位置
付けられているが、本やCDの配架及び修繕、返却された本のカード差し替え、参考文献の検索と使用な
どASD者の強みを活かして取り組める内容が多く、また、求められる対人スキルも比較的少ない職場環境
であるため、図書館に就労し自分の特性を活かして、安定した職業生活を送るASD者が増加している。
今回は、知的障害特別支援学校から図書館就労への適切な移行支援を図ることを目的に、進路指導に
TTAPを活用した。
Ⅲ　結果
１　TTAPフォーマルフォーマルアセスメントの実施
　TTAPフォーマルアセスメント結果を図１に示す。
図１　TTAPフォーマルアセスメント結果（マミ）
合　格
芽生え
不合格
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２　解釈
　直接観察尺度では、職業スキル、職業行動、自立機能の全ての項目に合格している。家庭尺度、学校／
事業所尺度で大きな差違はみられなかった。
　それぞれの６領域別にみられた結果を以下に示す。
〈職業スキル〉
　直接観察尺度では、課題ののみ込みも早く、全項目が合格であるが、自分のやり方にこだわりをもち、
終了したものを何度もやり直す場面もみられた。
〈職業行動〉
　直接観察尺度では、「13．封入作業」において、途中で休むこともなく、丁寧かつ継続して作業に取り
組む様子がみられた。このことはマミの日頃の作業課題への取り組み方にも当てはまる。また、多少の時
間的負荷をかけても課題を遂行できる可能性があることも分かった。
〈自立機能〉
　直接観察尺度では、課題ののみ込みも早く、全項目が合格である。
〈余暇スキル〉
　直接観察尺度では、人と一緒の遊び方は経験もないのか、あまり分からないようであった。視覚的スキ
ルの強さをゲーム時の必要なスキルに活かして、人と一緒に遊ぶという経験に結び付けていくことも考え
る必要がある。家庭でも人との遊びの経験が少ない。家庭生活以外の場面でも、自由な時間をうまく過ご
せるような支援が求められる。　
〈機能的コミュニケーション〉
　直接観察尺度では、慣れない言葉を使用されたり、慣れないことを聞かれたりすると理解できなかった。
難しくて理解できなくても集中して理解しようと努力する姿がみられた。
〈対人行動〉
　直接観察尺度では、「71．会話への集中」においては、普段口数の少ないマミが、家族について質問に
答えながら話し続けることができた。「72．視覚的ルールに従う」において、マミの実態に合うように、「独
り言を言わない」、「思い出し笑いをしない」などの文字で示された「ルールカード」をみせると、これら
の行動をやめることができた。このことは視覚的指示に従い自分の行動を修正できることを表している。
マミがこれらの行動の自覚があることから、行動の改善を要求できる可能性があることが分かった。
　以上の結果から、①指示理解力があり、多少の時間的負荷をかけても課題を遂行できること、②いろい
ろな機械や道具等に興味をもち、上手に操作したり安全手順に従って扱ったりすることができること、③
作業が効率的に行えること、④作業に集中力を切らさずに取り組めること等、これらの領域で強みをもっ
ていることが分かった。
３　他の検査結果
　田中ビネー知能検査V の結果は、IQ51である。
４　現場実習事前学習
（１）TTAPフォーマルアセスメント結果説明　
　TTAPフォーマルアセスメント結果を本人に説明し、自分自身の特性や強みに関する共通理解を図った。
その際、①合格（強みの部分）、②芽生え（課題となる部分）、③芽生えに対する支援法（こんなサポート
があれば）を中心に説明し、TTAPフォーマルアセスメントへの取り組みの様子なども併せて本人と確認
した。TTAPフォーマルアセスメント結果の説明内容を表1に示す。
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表１　TTAPフォーマルアセスメント結果の説明内容
評価等 内容
合　格
（強み）
・手先が器用で、細かな仕事が得意である。
・作業スピードが速い。
・休憩時間、一人で過ごすことができる。
芽生え
（課題）
・作業中や休憩時間に独り言を言ったり、自分の世界に入っていたりすることがある。
・作業では、量や速さを意識してしまい、正確さを確認することが不足している。
支援法
・独り言については、 注意をせずに見守る。
・一日の活動や作業内容について視覚的支援を活用し、事前に確認し、見通しをもた
せる。
（２）地域でのチェックリストの実施
　本人の職業に対する能力や強みと、実際の現場実習先との適合性をスクリーニングする目的で、地域で
のチェックリストを実施した。
　地域でのチェックリスト結果を表２に示す。
表２　地域でのチェックリスト結果
 
（☑：合格　□：不合格）
　この結果、本人の獲得しているスキルの割合は、事務（76％）、家事（67％）、倉庫／在庫管理（75％）、
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図書（83％）、造園／園芸（67％）であり、図書における獲得スキルが一番高い。
（３）居住地域のアセスメント
　本人が居住するB県C市は、人口約60万人（平成31年１月現在）の都市である。高速自動車道等の高速
交通網が発達しており、大規模工業団地や大型電器量販店等の増加がみられる。また、スーパーマーケッ
トや高齢者デイサービス等の事業所、公立図書館における館内業務委託事業の増加などがみられる。
　特に、公立図書館においては、館内業務委託として1990年代に開始された指定管理者制度といった新し
い形の図書館運営に積極的に参加し、障害者雇用を積極的に進めるなど障害者雇用の実績を挙げているA
企業もみられる。なお、このA企業の公立図書館における館内業務委託率をみると、第１位東京都（22％）、
第２位B県（9％）となっている。
　以上の結果と、TTAPフォーマルアセスメント結果を併せて検討し、現場実習先を公立図書館に選定した。
５　現場実習
　高等部３年時に公立図書館にて現場実習を行った。職務内容は、図書館事務補助業務であった。
　
（１）地域での実習現場アセスメントワークシート（現場実習初日）結果
　現場実習初日に地域での実習現場アセスメントワークシートのスキル領域のアセスメントを行った。実
習の初日ということもあり、机と書籍の整理と封筒詰めが主な内容であった。ジグや見本等を示すことで、
合格や高い芽生えがみられた。休憩時間の過ごし方に関しては、高い芽生えとなっており、過ごし方を決
める必要があるため、これらを現場実習における目標に設定した。
　現場実習における地域での実習現場アセスメントワークシート結果を表３に示す。
表３　地域での実習現場アセスメントワークシート結果
合格＝手助けを必要としない／自立している　芽生え（高か低）＝手助けがあってできる　不合格＝作業
のどの部分も完成できない。
（２）毎日の達成チャート（現場実習中）結果
　以上の結果から、巡回指導では特に芽生えの部分への支援を中心に行った。この際、地域での実習現場
アセスメントワークシートの現場実習初日で見出された高い芽生えレベルにある特定の職業スキルを毎日
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の達成チャートの職業スキルのタイトルの下の項目に転記した。転記した項目は、①新刊装備、②本の表
紙のクリーニング、の２点である。その他として、実習初日のアセスメント結果から、実習期間中に重要
だと思われる職業行動、自立機能スキル、余暇スキル、コミュニケーションスキル、対人スキルを見出し
た。また、毎日の達成チャートを使用して、１日目、７日目、11日目に巡回した教員は、選定した目標に
関してマミの仕事の実施状況を記入した。
　現場実習における毎日の達成チャート結果を表4に示す。
表４　毎日の達成チャート結果
P（Pass）＝合格　EH（Emerge High）＝高い芽生え　EL（Emerge Low）＝低い芽生え
F（Fail）＝不合格　NM（Not Measured）＝検査されていない
以下に、毎日の達成チャートの各領域における結果を示す。
①職業スキル
200件近くのポスティング作業を一人で行った。10件ずつ封筒を束にして作業を行うことができた。文
書の宛名と封筒の宛名を照合させることができた。新刊に乱丁乱本がないか、アンケート葉書を抜き取り、
一冊一冊確認することができたので合格である。
②職業行動／自立機能
社名を押す作業では、プリントを順番に並べて押印し終わったプリントを重ねる場所を、机の中に確保
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しながら、効率よく作業を進めることができていた。
③余暇スキル
休憩中はメモを取り、自分の考えた物語を書き込んでいたなど、自分で目的をもち、活動を決めて過ご
すことができた。
④コミュニケーション
書架の整理中、次の仕事に移るよう言われたが、その際、書類に未記入な部分があることを伝え、終わ
らせてから移ることができた。自分の状況を判断し、必要なことを他の従業員にしっかり伝えることがで
きた。
⑤対人スキル
周囲の会話に反応する場面があり、小声で「お前は～？」と話している様子がみられた。言葉をかける
と、「すいませんでした。」と反省していたので、芽生えである。
（３）地域での実習現場アセスメントワークシート（実習最終日）結果
　現場実習の最終日に、地域での実習現場アセスメントワークシートのスキル領域についてアセスメント
を行った。
　現場実習における地域での実習現場アセスメントワークシート結果を表5に示す。全体的には、仕事中
の私語が減り、前回の実習よりも落ち着いて取り組むことができた。また、受け答えも丁寧で、働く人と
しての自覚がみられるようになった。
表５　地域での実習現場アセスメントワークシート結果
合格＝手助けを必要としない／自立している　芽生え（高か低）＝手助けがあってできる　不合格＝作業
のどの部分も完成できない。
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６　現場実習事後学習
　現場実習事後学習では、①実習の反省、②実習先への礼状書き、③自分のできたこと、できなかったこ
と、④自分が次に向けて頑張る点、⑤次の実習に関する内容、⑥自己理解に関する内容等を中心に学習す
る。今回は、TTAPにおいて芽生えがみられた点を中心に、必要なスキルを確認し獲得することを目指した。
また、学習内容と自立活動の6区分26項目との関連についても併せて検討した。
（１）学習内容（現場実習での課題）
　人間関係の複雑さや作業の時の指示の多さに対してパニックを引き起こした。
（２）自立活動との関連
　現場実習での課題と自立活動との関連について表6に示す。
表６　現場実習の課題と自立活動との関連
区　　分 内容項目
3　人間関係の形成 ⑴他者とのかかわりの基礎に関すること。
3　人間関係の形成 ⑵他者の意図や感情の理解に関すること。
3　人間関係の形成 ⑶自己の理解と行動の調整に関すること。
6　コミュニケーション ⑸ 状況に応じたコミュニケーションに関すること。
（３）指導内容 
　「言葉による指示内容を聞き取り、正確に相手に伝えることができる。」という目標を立て、話を聞きな
がら必要な内容をメモしたり、メモの内容を伝達したりする学習を行った。具体的には、内線電話を使用
しての聞き取りやメモの取り方、及びメモの内容を正確に伝える等の練習を繰り返し行った。また、周囲
の許可を取ってから、クールダウンの時間を取ることができるように、クールダウンの部屋の確保や、ク
ールダウンの時の許可の取り方等を繰り返し確認した。
（４）指導後の様子
　内線電話を使用し、話の内容を聞き取る学習を行ったが、内容を正確にメモすることは難しく、教員の
支援が必要であった。しかし、相手に電話をする練習では、メモに書かれた用件を読み上げることができ
た。また、活動中に気分が不安定になった時は、自分から教員にクールダウンの時間が欲しいと伝えるこ
とができた。
Ⅳ　考察
TTAPインフォーマルアセスメントを現場実習時に活用することで、課題や目標を明確にすることがで
き、事業所側においても、ASD者の障害特性に対する理解が深まった。
職業領域においては、生徒が現場実習を積み重ね、獲得するスキル項目が増えると、さらに新たな仕事
内容を担当することにつながっていくことも多くみられた。このことから現場実習での積み重ねの部分も
適切にアセスメントをしていく必要があると考える。
課題となっていた対人関係面では、職員と打ち合わせを行い、利用者と関わる場面を減らし、本の修繕
などを中心にバックヤード業務から始めることで、仕事に自信をもたせることができた。その結果、職員
との信頼関係の構築と、職員をモデルとすることにより、挨拶、報告、利用者との簡単なやり取り等のス
キルを身に付けることができた。
清水／自閉症者の図書館就労に向けた移行支援に関する研究
－ 55 －
以上のことから、本人の障害特性と職場環境とをアセスメントすることで、適切な移行支援ができたと
考える。
Ⅴ　まとめと今後の課題
今回、ASD者を生産的な雇用に導く５つの主要な職業領域の一つである図書において、現場実習を中心
とした、特別支援学校からの就労移行支援について検討した。
ASD者の就労移行支援のアセスメントの一つとして、TTAPの活用が有効であることが報告されている
（梅永、2010）（清水、2018）が、活用することにより、ASDの特性や長所を理解することができ、自閉症
の強み（strength）を生かした支援方法をみつけることができた。このことにより、ASD者の就労移行支
援においては、環境とASD者の双方を視野に入れたアセスメントが必要であるということが理解できた。
今後もTTAPインフォーマルアセスメントを継続しながら、職場環境で求められるスキルを明らかにし、
障害児者が適切な就労移行を果たしていけるような支援が求められる。
今後は、現場実習をとおして身に付ける必要を感じたスキルについて、学ぶことができる授業内容の検
討及び教育課程への位置付け等を検討する必要がある。また、このような学習内容の整理と授業実践を積
み重ねることにより、本人の自己理解とさらなるキャリア発達が期待されると考える。
図書の職業領域においては、今後も指定管理者制度を活用した業務受託サービス事業の拡充が推進され
ていく可能性が高いと思われる。図書館で求められる職業スキルには、ASD者の強みを生かして取り組め
る内容が多く含まれているので、障害を持つ一人一人の障害特性を理解し、その人が持つ強みを生かして
いけるような職務分析と環境調整を行い、障害者雇用を積極的に進めていく姿勢が図書館運営に求められ
ると考える。
図書館は、あらゆる世代の市民が、いつでも使いたいときに使える生涯学習施設であり、まちづくりの
将来像を実現するための、もっとも重要な公共施設の一つとなっている。
図書館における障害者雇用は、ノーマライゼーションの推進だけではなく、障害児者が図書館を利用す
る上で、障害特性や必要な配慮点等について、スタッフが理解を深めるとともに、共生社会の実現に向け
た職場環境づくりを、発信していく必要がある。
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